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δϟッΩμ΢ϯࣜڥ؀഑ྀܕϏϧղମ工法の�
��� NΛ௒͑Δ௒ߴ૚Ϗϧ΁のద༻
ࣛౡΧッτΞϯドμ΢ϯ工法

দ　ੴ　Ղ　ٱɾେ　ڮ　ਖ਼　Իɾਫ　୩　　　྄

法（以下 本޻഑ྀがॏཁな課題である。ࣛ島カットアϯドμ΢ϯڥでは特に؀ࣄ޻地のϏϧղମ֗ࢢ
޻ܕ഑ྀڥ法という）は「ͩるまམし」のようにϏϧ֎観をそのままにして，建物下部͔Βղମする؀޻
法である。本޻法は 2008 年に実用ԽさΕ，上部がด࠯したままでղମۀ࡞が地上部のみでߦわΕること
によるڥ؀഑ྀの効果が実ূさΕた。ࠓ回，100 N を௒える௒高層Ϗϧ΁のద用֦大をߦい，システムの
見直し等によりैདྷ޻法の໿ 2 ഒのスϐʔドでղମをਐ௙させ，୹޻期ղମの実੷をಘた。また，新たな
ज़を組み合わせてブラッシϡアッϓし，คਖ཈制や૽Ի௿減，$02ٕڥ؀ 上さ޲഑ྀの性能をڥ減の؀࡟
せることがで͖た。本稿ではࠓ回ಘΒΕた効果，実੷と本޻法の特௕を঺հする。
キーワード：ղମ޻法，௒高層建物，༉ѹثػ，คਖ，૽Ի，ৼ動，$02

1．はじめに

成௕期に建ઃさΕたϏϧの建てସえࡁܦ高度，ࠓࡢ
χʔζが高まり，֗ࢢ地でのϏϧղମࣄ޻が૿Ճし，
高層，௒高層ϏϧのղମもߦわΕるようになって͖て
いる。特に֗ࢢ地では多くの高層Ϗϧがྛ立してお
り，ղମࣄ޻のࡍに഑ྀす΂͖ൣғは，地上෇近のみ
なΒͣྡ઀高層Ϗϧのډ住者・ۈ務者がいる地上
100 N を௒える高層部にまで޿がっている。

本޻法は，いわΏる「ͩるまམとし」のようにϏϧ
を最下階͔Βॱ࣍ղମする޻法で，Ϗϧは֎観をその
ままにしてղମさΕる（写真─ 1）。ղମۀ࡞は全て
地上෇近でߦわΕるたΊ，४උஈ階͔Βղମऴྃまで
高層部のڥ؀や安全性を֬อしやすい。2008 年に本

ったが，௒高層Ϗϧ΁のద用֦大にߦ法の実用Խを޻
あたり，୹޻期Խ，ジャッキシステムの見直し，耐震
法の特௕であ޻った。また，本ߦ構の合ཧԽなどをػ
るڥ؀഑ྀの効果に新たなٕڥ؀ज़を組み合わせてブ
ラッシϡアッϓし，ڥ؀഑ྀの性能を޲上させた。

に位置する「り܈回，ઍ୅ా۠大手ொの௒高層Ϗϧࠓ
そな・マϧハϏϧ」（高さ໿ 108 N）のղମࣄ޻にద
用し，୹޻期ԽのたΊにシステムの改ྑをߦい，
108 N の地上ۥମղମを໿ 3 ͔月でߦった。また，؀
の཈制，$02ࢄ性能に関してはคਖや૽Իのඈڥ 発生
ྔの཈制をૂったઃඋの࠾用や新たなڥ؀഑ྀٕज़で
ある，アΫテΟブϊイζίϯトロʔϧやଳిϛストな
どのಋ入により，ྑ޷な݁果をಘた。

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　本工法による解体工事中の外観
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2．工法概要

本޻法では上部ۥମや֎装をそのままにして，下層階
͔Βॱ࣍ղମする。地上レϕϧで֤మࠎபの٭部を੾அ
して༉ѹジャッキに置͖׵え，మࠎபの੾அと建物の
ジャッキμ΢ϯをॱ܁࣍りฦして建物を降下させる。
ジャッキμ΢ϯにより地上近くまで降下した下層部をॏ
わΕ，Ϗߦは地上෇近でۀ࡞によりղମする。全てのػ
ϧの֎観をอったままղମで͖ること͔Β，下層階のみ
にःณରࡦを施すことで現৔全ମの૽Իやคਖのඈࢄを
๷ࢭで͖るという特௕を࣋つ。また，施޻中の耐震安全
性はίア΢Υʔϧとՙॏ఻ୡフレʔムでৗ֬࣌อする。

3．各種解体工法の比較

ैདྷ޻法と本޻法のൺֱとして，คਖ，૽Ի，ৼ動
の発生源となりಘるղମۀ࡞の෼෍を図─ 1 にࣔす。
ैདྷ޻法 1 は中層Ϗϧղମの一ൠ的な޻法で，૯଍৔
と๷Իύωϧで建物全ମを෴ったうえで，大ܕҠ動ࣜ
Ϋレʔϯでղମ用ॏػを建物԰上に༲ॏする。ղମࡐ
は全フロアにઃ͚た։͔ޱΒ建物下部に౤下し，下部
で෼ผやൖग़をߦう。ղମ用ॏػがࡌるচをࢧえるた
Ίにαϙʔトをઃ置するのが一ൠ的で，ॱ࣍こΕΒの
ॏػやઃඋを下層階に੝りସえながΒղମしていく。

ैདྷ޻法 2 は，૯଍৔が೉しくなる高層Ϗϧのղମ
に࢖用する޻法である。λϫʔΫレʔϯなどの༲ॏػ
を建物上部にઃ置し，こΕを࢖ってせり下͛ࣜの๷Ի

֎प଍৔やղମ用ઃඋ・ثػを֎部༲ॏして，建物԰
上部にઃ置する。ղମ用ثػを࢖って建物を上部͔Β
ղମし，༲ॏػで地上部に௻り降Ζす。下部では௻り
降Ζして͖たղମࡐのখׂや෼ผ，ൖग़をߦう。

一方，本޻法は最下階をղମして建物全ମをそのま
ま降下させるたΊ，建物上部に手をՃえるඞཁがແ
く，上部の֎पཆ生やղମ用ثػ，αϙʔトなども一
੾不ཁである。

ैདྷ޻法が高所・։์ܕで，上下 2 ͔所のղମۀ࡞
৔所をඞཁとするのにରし，本޻法は௿所・上部ด࠯
が動͖やすい地上部のػ৔所はॏۀ࡞で，ղମܕ 1 ͔
所のみである。

本޻法の௿所・上部ดܕ࠯という特௕が，ۀ࡞効཰
഑ྀにରする多くの効果も生みग़すڥ上にՃえて؀޲
ཁҼになっている。

4．超高層ビルへの適用

法をద用した「りそな・マϧハϏϧ」の޻回，本ࠓ
建物֓ཁは以下の௨りである。100 N を௒える௒高層
ϏϧにॳΊて本޻法をద用した。௒高層Ϗϧ΁のద用
֦大に൐い，実施したシステムのܭը，改ྑについて
঺հする。

りそな・マϧハϏϧ建物֓ཁ
৔　　所：東ژ౎ઍ୅ా۠大手ொ 1-1-2
階　　਺：地上 24 階，地下 4 階

図─ 1　各解体工法の作業分布
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構　　଄：地上 S ଄，地下 SR$ ଄
最高高さ：107.95 N
建物ॏྔ：໿ 27,000 t
ப 本 ਺：40 本

（1）システム配置計画（図─ 2）
40 本のப直下に 15,000 L/ ジャッキをઃ置し，ίア

΢Υʔϧはόラϯスよく 4 ͔所に構築した。ՙॏ఻ୡ
フレʔムをհして建物の地震࣌のਫ平ྗをૅج΁఻ୡ
する。ՙॏ఻ୡフレʔムとίア΢Υʔϧはスライドࣜ
にቕ合しており，ղମࣄ޻の全期間を௨͡て，ৗに఻
ୡ性能を֬อしている（図─ 3）。ジャッキμ΢ϯを
ຖ日গしͣつߦい，3 日で 1 フロア෼のۥମを降下さ
せる。

（2）システムの改良
௒高層Ϗϧ΁のద用֦大に͚޲て，システムの改ྑ

をߦうとともに，ڥ؀性能の޲上をਤった。表─ 1 に
ओな改ྑ内༰をࣔす。

୹޻期Խにおいて，高さ໿ 108 N，໿ 27,000 t のϏ

ϧを，3 日で 1 フロアというैདྷ޻法の໿ 2 ഒのスϐʔ
ドでղମするたΊ，ジャッキシステムの改ྑをߦった。

ମղମの全てۥΒ͔ۀ࡞഑ྀにおいては，४උڥ؀
の޻ఔで，คਖ・૽Ի・ৼ動・$02 ഉग़ྔの཈制し，
近ྡڥ؀ۀ࡞，ڥ؀΁の഑ྀをߦった。

（3）ジャッキシステムの改良
֤施޻ステッϓ，֤࣋ࢧঢ়ଶでの動ղੳ݁果をجに

15,000 L/ ジャッキを新規に։発した。写真─ 2 は
ジャッキ性能ධՁݧࢼのঢ়گである。性能ධՁݧࢼは
実ࡍに࢖用するジャッキを用い，耐ՙॏݧࢼや地震࣌
のਫ平ྗにରするอ࣋能ྗ，৳ॖ動ٴ࡞ͼジャッキシ
ステムの改ྑ఺についてࣄલに֬ೝした。

ジャッキシステムの改ྑ఺は以下の௨りである。
ᶃジャッキಉ調性能の改ྑ

制御アϧゴリζムや༉ѹ回路・ثػを改ྑし，ジャッ
キの制御性能を޲上
ᶄૢ࡞イϯλʔフΣʔスの改ྑ

や࿈ଓࢭい，ώϡʔマϯΤラʔ๷ߦの؆ུԽを࡞ૢ
のスϐʔドアッϓۀ࡞

表─ 1　主なシステム改良項目

߲໨ 内༰

ジャッキシステム
の性能޲上

・ジャッキ大ܕԽ（800 t ˠ 1,500 t）
・  ジャッキμ΢ϯ制御の見直し（よりス

ムʔζに）
・  ૢ ஌等の組ݕイϯλʔロッΫ，அઢ࡞

みࠐみ
୹޻期Խ ・6 日ʗフロア　ˠ　3 日ʗフロア　

上޲性能のڥ؀ ・  คਖ，૽Ի，ৼ動，$02 ࡦલධՁ，ରࣄ
耐震ػ構の

合ཧԽ
・ՙॏ఻ୡフレʔムの؆ૉԽ，一ମԽ
・建物位置修正ػ能の組みࠐみ

図─ 2　システム配置計画

図─ 3　コアウォール・荷重伝達フレーム

写真─ 2　ジャッキ性能評価試験
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ᶅフΣイϧηʔフ，フʔϧϓϧʔフ
֤छのイϯλʔロッΫやシステムނো࣌のػ能を強

Խし，৴པ性，安全性を޲上

5．環境性能，環境対策と評価

（1）粉塵飛散量の抑制
（B）ඈྔࢄのධՁと཈制ରࡦ
の中に位置しており，Ϗϧ܈৔所は௒高層Ϗϧࣄ޻

෩によるคਖのඈࢄがݒ೦さΕていた。そこで，近ྡ
建物を஧実にϞσリϯάしたྲྀؾシϛϡレʔシϣϯを
用いて，高ਫ਼度のคਖඈࢄධՁをߦった。シϛϡレʔ
シϣϯ݁果に͖ͮج，地上のԾғいܗঢ়ٴͼ高さを最
దԽし，敷地ڥ界ઢ上に 6.8 ～ 13.2 N のःஅนをઃ置
することで，最大 49ˋのคਖඈྔࢄ௿減効果がある
ことをࣄલに֬ೝした（図─ 4，写真─ 3）。

ղମࣄ޻中のคਖೱ度を測ఆした݁果，敷地ڥ界の
คਖೱ度は 0.03 ～ 0.05 NH�N3 となり，ղମࣄ޻ண手
લのු༡ཻࢠঢ়物質（S1M）のೱ度˞（ʹ 0.04 NH�N3）
と΄΅一கする݁果となった。
システムࢹҬ؂޿Ԛછ物質ؾল大ڥ؀˞

ઍ୅ా۠　国ઃ北のؙ測ఆ2010　ہ 年 1 月平ۉ
（C）ଳిϛスト
คਖඈࢄ๷ࢭରࡦとして新たに։発したଳిϛスト

（マイΫロ &$ ϛスト）をݧࢼ的にಋ入し，คਖඈࢄ
ྔの௿減をਤった（写真─4）。マイΫロ&$ϛストは，

ଳిさせたϛストによるคਖٵணٕज़で，こΕまで೉
しいとさΕて͖たු༡คਖを効果的にચいམすࣄが可
能になり，௨ৗのϛストࢄਫとൺֱして 2 ഒ以上のચ
いམし性能を༗している。マイΫロ &$ ϛストに用い
たਫの࢖用実੷は 10Ὑ�NJO で，௨ৗのࢄਫ࣌の࢖用
ྔとൺֱして 1�12 というগないਫྔでคਖٵணの効
果がಘΒΕる。

（2）騒音・振動の抑制
（B）૽Ի఻ൖのධՁ
高層建物の多い౎ࢢ部でのղମࣄ޻は近ྡ建物上階

΁の૽Իを཈制することが課題の 1 つである。本޻法
はԾғいの高さより下のレϕϧで全てのۀ࡞がߦわΕ
るたΊ，԰上部での૽Ի発生源がなく，ղମ用ॏػは
΁の૽Իの఻ൖを޲うたΊ上方ߦをۀ࡞ମの直下でۥ
๷͙ことがで͖る特௕がある。

૽Ի఻ൖ予測ϓロάラムによるシϛϡレʔシϣϯを
を施すことでࡦい，建物௿層部のपғのみにःณରߦ
がで͖ることを֬ೝした（図ࡦ現৔全ମの๷Իରࣄ޻
─ 5）。シϛϡレʔシϣϯ݁果に͖ͮج，֎पの๷Ի
Ծғいの高さを最దԽした。

務ۈ中の૽Ի測ఆ݁果より，ྡ઀するϏϧ内のࣄ޻
者，ډ住者がいる高さ 100 N 地఺にお͚る૽Իは，
建物上部でղମする৔合にൺ΂て 35 E# ௿減で͖るこ
とを֬ೝした。԰上のपғにԾઃの๷Իύωϧをઃ置
した৔合とൺ΂ても 10 E# ఔ度の௿減効果である。

（C）アΫテΟブϊイζίϯトロʔϧ
ղମ用ॏ͔ػΒ生͡る૽Ի΁のରࡦとして，ղମ用

写真─ 4　マイクロECミスト適用状況

図─ 5　騒音伝搬予測シミュレーション結果

図─ 4　気流シミュレーションによる粉塵飛散評価

写真─ 3　仮囲い設置状況
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ॏػのഉޱؾपりに։発した「アΫテΟブϊイζίϯ
トロʔϧ（以下 "/$）装置」を装ணした（写真─ 5）。
"/$ 装置は૽Իにରしてٯ位૬Իを発生させること
で૽Իを௿減させる。ௌ֮的に不շײを༩える௿प೾
を 10 E# ఔ度௿減で͖ることを֬ೝした。

（3）CO2発生量の低減
ղମࣄ޻にお͚る施޻中の $02 発生ཁҼとしては

ॏػ೩ྉফඅにより発生するもの，ిྗফඅに༝དྷす
るもの，ۥମղମ࣌の༹அによるものに大ผさΕる。

本޻法の࠾用によりैདྷ޻法ൺで 17.8ˋ（全ମ）の
$02 発生ྔの௿減効果をಘた（図─ 6）。特にॏػ೩
ྉফඅによる $02 減ྔは࡟ 21.0ˋとなった。地上レ
ϕϧでղମ用ॏػがۀ࡞で͖るたΊॏػの大ܕԽが可
能になり，୆਺の࡟減や࣌ۀ࡞間の௿減がで͖たこと
がཁҼである。

また，༹அۀ࡞による $02 減ྔは࡟ 58.3ˋとなっ
た。ಉ͡৔所でಉ͡ۀ࡞を܁りฦすことによるۀ࡞һ
のशख़効果，ۀ࡞効཰޲上にՃえ，ࣗ動੾அによって
Ψス࢖用ྔのόラつ͖が減ったことがओなཁҼであ
る。

6．本工法の環境配慮効果のまとめ（表─ 2）

（1）建物上部をそのままで解体する効果
ैདྷ޻法はղମۀ࡞৔所が上下 2 ͔所となるたΊ

֤ʑで૽Ի・ৼ動・คਖが発生し，上部にもԾઃの๷
Իύωϧをઃ置するなど近઀Ϗϧ΁のӨڹを཈制する
ઃඋがඞཁになる。また，高所で発生するคਖはԕく
までඈࢄしやすい。一方，本޻法は全ࣄ޻期間を௨͡
て高層部のۀ࡞はແく，૽Ի・ৼ動やคਖが発生しな
いたΊ，新たなԾઃઃඋをඞཁとしない。上部がด࠯
さΕているたΊղମࡐがӍにೞΕͣ，ྑ޷なঢ়ଶで回

表─ 2　本工法の環境配慮効果

߲໨ ैདྷ޻法 本޻法

૽Ի
ৼ動

・  上部，下部に，ブレʔカや
ॏػഉؾԻなど，૽Ի発生
源あり，ରࡦがඞཁ

・  ղମ階には֎प๷Իཆ生が
ඞཁ

・  上部に૽Ի発生源なし，特に近
ྡΦフΟスϏϧ΁のӨڹがগない

・  地上のԾғいのみでରࡦが可能
ʴ  ॏػഉؾԻ௿प೾に "/$ ࢼ

（ࡦ発生源ର）ߦ

คਖ

・  上部または下部でスラブղ
ମに൐うคਖ発生源あり

・  上部でのคਖはԕくまでඈ
࡞ਫࢄしやすく，十෼なࢄ
がඞཁۀ

・  คਖ発生源が෩଎の弱い下部の
みにू໿さΕ，ԕくまでඈͼに
くい

・  ඈࢄରࡦが地上の一部でࡁΉ
・  คਖඈࢄを཈制し，ڥ؀ۀ࡞と

近ྡڥ؀を྆立
ʴ   &$ ϛストによる௜降ଅਐを

（ࡦ発生源ର）ߦࢼ

$02

に൐う上下Ҡ動が多਺ۀ࡞  ・
あり

・  ղମઃඋઃ置などに൐う༲
ॏΤωϧΪʔがඞཁ

・  効཰的なղମで $02 発生ྔ࡟減
・  地上のみでઃ置ࣄ޻がྃ׬
・  ղମࡐがೞΕͣ，リαイΫϧ཰

上޲

安全

・  建物上部΁の༲ॏػや଍৔
ઃ置ۀ࡞にཹҙがඞཁ

・  ղମࡐの༲ॏۀ࡞あり，ඈ
དྷམ下ରࡦがඞཁ

・  ४උஈ階をؚΊ，ࣄ޻全期間を
௨͡て༲ॏػや֎प଍৔ઃ置な
どの上部ۀ࡞ແし

・  ղମࡐ༲ॏによるඈདྷ・མ下の
がແいݥة

・  ίアน，ジャッキにより耐震性
֬อ

観ܠ
安৺ײ

・  高所でのղମࣄ޻というѹ
ഭײをແくす޻෉がඞཁ

཈制ײ観に調和，不安ܠ  ・
  （ղମしていることࣗମにͮؾ
͔ない）

図─ 6　CO2 発生量低減実績

写真─ 5　ANC装置の装着状況
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ऩ・ൖग़で͖リαイΫϧ཰が޲上する効果もある。ま
た，建物をղମしていることにؾ෇͔ない΄どܠ観に
も調和し，高所ղମによる不安ײをҾ͖ىこさないこ
とが大͖なメリットである。

（2）建物下部のみで解体できる効果
ैདྷ޻法は४උۀ࡞としてλϫʔΫレʔϯや֎पཆ

生，αϙʔトなどのઃ置ࣄ޻やॏػなどղମثػを高
所で֎部༲ॏ，ઃ置するۀ࡞が生͡る。本޻法は上部
でのղମઃඋのઃ置ۀ࡞や，ղମ中のۀ࡞һの上下Ҡ
動やՙԷしの手間がল͚，安全性や $02 の࡟減がਤ
Εる。また，ղମ৔所の上部が，ۥମで෴わΕている
たΊ，建物௿層部の֎प΁のରࡦのみで΄΅全໘のค
ਖ，૽Իの཈制がで͖る。

（3）繰り返し作業による効果
本޻法では地上͚ͩでの܁りฦしۀ࡞となり，内装

࡞ൖग़で͖るたΊ，効཰的にղମ࣍も地上近くでॱࡐ
をਐΊΒΕることによるۀ $02 発生ྔ࡟減の効果が
ある。

（4）短工期化による効果
ैདྷ޻法によるۥମղମ޻ఔの໿ 2 ഒのスϐʔドで

本޻法はղମで͖ること͔Β，࣌ۀ࡞間の୹ॖによる
૽Ի発生࣌間が௿減で͖，近ྡڥ؀΁の഑ྀが可能と
なる。また，ॏػ೩ྉফඅの཈制がで͖ることによる
$02 発生ྔの௿減がで͖，地球ڥ؀΁の効果もある。

7．おわりに

の௒「法޻島カットアϯドμ΢ϯࣛ」法޻回，本ࠓ
高層Ϗϧ΁のద用֦大にあたりシステム性能の改ྑを
ज़を組み合わせてブラッシϡٕڥい，また新たな؀ߦ
アッϓし，100 N を௒える௒高層Ϗϧ「りそな・マϧ
ハϏϧ」のղମにద用した。その݁果，ैདྷ޻法の໿
2 ഒのスϐʔドである 1 フロア 3 日αイΫϧでղମを
ਐ௙させ，地上ۥମを໿ 3 ͔月でղମするという୹޻
期の実੷をಘることがで͖た。また，คਖの཈制や
$02 減ྔ࡟ 17.8ˋ，૽Ի௿減ྔ最大 35E# というྑ޷
なڥ؀഑ྀの効果をಘた。

回ಋ入したࠓ "/$ やଳిϛストなど新たなڥ؀഑
ྀٕज़は一ൠࣄ޻΁のల։をしてい͖，さΒなるڥ؀
഑ྀをਤってい͖たいとߟえる。
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